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天聾第一演習林

乞知事業匝地質調査報告

昭和八年十二月

続滋星おき塁塁 間 木文平
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北海道帝園大事天壇演習林は，北見天堕雨圃々境以西に位し北海道中央山脹の北部を占む。

本演習林に於げる林相は，よく共の地形地質(特に蛇紋岩類〉と密接t:r.る開係を有する事は，

夙に館脇博士に依り注意研究されつ Lある所にして，共の結果は既に一部設表されたる所たり。然

るに其の地質に聞しては，大E七年蛮行の大井上製士の六十荷分のー，北海道地質聞に示されたる

外，特記すべき報告を見守。即ち第一演習林紳時以東は，北大理事部地質感鏑物皐敬室服部，山内，

池上，竹田等の諸氏調査せられ(昭和七年)，第二演習林は渡瀬皐士に依り嘗て詳細なる地質闘を作

成し，廠地域の地買を明かにせられたるものあれども， 繭徐の地域に聞しては詳細に記されたるも

のなし。

余，本年八月演習林嘗局の命を受け，第ー演習林北西部の地質調査に従事せり。共の直域南及

西は天堕川に依り限られ，東は圃境及ベチタンナイ湾，北は幌延，中川雨村々界に依り境さる。南

北凡そ四里牛，東西二塁，共の面積約九方里に逮す。

惟ふに余の斯撃に封する経験浅さと，十数日の調査日教を以てしては，之を充分明かに貸し得

ざりしを遺憾とす。然れ共共の地居岩石の分布に就ては相賞明かに震し得たるを以て裁に共の結果

を報告す。

本報告を草するに営り，天堕演習林粛藤助教授，農製部舘脇博士の御援助，理事部長尾敬授の

調査地並びに内業に封する御懇切なる御指導，理製部地質感教室各教官の御教示， 余と同時に第二

潰習林を調査されたる森田皐士の御助力に封し，深厚なる謝窓を表すると共に本調査をなすに賞T，

調査地に於て種々御助力を奥へられたる小野[吋助手，菊地書記共他事務所各位に深謝す。

第二章地 形

本直竣は殆んE山地にして，之を慨ね弐の三帯に分つ事を得ぺし。

I 常地方に於ける長高地帯にして，園境線tz:~ひほ r南北に走る山脈よりなるo 之を形成す

る主なる山岳は，北方より 462米，パンケ山 (631.3米)，ベシケ山(i16.3米)， 544.6米及び516.7米

等にして，天瞳川を距て L南方榊居・鬼刺等の諸山と相連る。而して之等の高地帯は北方村界附近

にて鰭居する一群の外は多〈南西に走る敷僚の山脈となり，中にバンケ，ベンケθ二高峰餐立せり。

字戸内野北方クンネシリ山は，高距に於て著しからねども典型的関頂丘をなす。
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II 本直域の大部分を占め約3∞米以下1∞米附近迄にして丘陵性にして高地帯の下に蹟〈分

布す。

III 100米以下にして河成段丘を形成す。琴平字戸内間，佐久北方に著しき費逮を見るペレ。

河川 河流中最も主要なるは天痩川にして，音威子府附近より横谷となり，中央山脈を横

断し佐久に至りて縦谷となりて北流す。山地を横断するに首りては映谷放をなぜ.:も，佐久より中

川村平地に出るに及び其のil!濫原を作り，著しく蛇行をなして流下するものにして，瀬尾，遠宮内，

上コクネツプ等に三日月湖の遺跡を捜せり。叉本流沿岸には階段地底々に費逮す。

共の他の主なる河谷は，南より佐久川，アユマナイ川， トヒマナイ111.ベンケナイJlf.バンケ

ナイ川，クンネシP川，及び字戸内川等して，何れも横谷をなし，西流或は西南流して天聾川に合

す。多くは河底資きもパンケナイ川，ベンケナイ川の上流のー部は海布或は峡谷をなす所if>り。何

れも夏季の一部を除く外水量豊富にして，流域を瀧続し，以て肥沃t;.る耕地を形成せり。

第三章地 質

ー，地質畿髭

調査区域内の地質を次の如く類別す。

〈甲〉水成岩

(ー〉古生居

イ，結晶片岩類

12.見刺居

(二)白豆紀屠

イ，紳路居

ロ，響平居

(三〉第三紀居

イ，ヌカナン居

ロ，安牛居

(四)第四紀居

イ，階段椴積居

ロ，沖積居

(乙〉火成岩

〈五〉蛇紋岩類
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〈六〉組粧玄武岩

=，地質舎箇

〈甲〉水底砦

〈ー〉古生居

古生居はベンケナイ海，バンケナイ湾等に見るものにして之をヨえのこに分つペし。

イ，結晶片岩類〈紳居古揮系)

ペシケナイ管の揮支流，同本流，バンケナイ津支流及本流等の上部に縛石として多〈見らる L

L 未だその露出個所を褒見するに至らや。とれを北方第二演習林に就て見るに，本岩は蛇紋岩咋

に挟在して存するを以て，本地域にても恐らく中央山脹に於ける蛇紋岩中に存するものと思忙さる。

本岩は緑色，青色或は友色を呈し，藁紙制理を示す事あり。剥理に~ひ雲母類を含み絹雲母片岩と

たるも時に著〈石英に富み石英岩となれる事あり。

本岩は石狩川紳居古理附近に槙式的費逮を示せる紳居古揮系の岩石に酷似するを以て恐らく共

の一員たるぺし。

ロ，鬼刺居

緑青色の頁岩及び砂質頁岩よりたりs 河床に於けるその露出は特殊の色調を呈せり。質竪硬に

して脆〈薄片を作るに困難なり。頁岩は礎石賀にして砂岩は中粒，何れも石友石服を含めp。

本暦はバンケナイ本流，支流，ベンケナイ支流等に露出するも走向傾斜明かたらす3して，共の

中生居との関係は不明なれEも断居に依る非整合の如く思はる。

本居り名稽は，天直川南方鬼刺山附近に同様の岩石露出し，之に森田事士は鬼刺居と命名され

たるを引用したるたり。本居は中生代に属するやも計られや，今般りに古生代とせり。

〈二〉自重紀居

調査直域の大部分を占め，山地第二段を形成するものなり。之を上下の二部に分つ。下部を紳

路居と稽し上部を春卒居となせり。共の居向概ね南北にして，西に傾斜す。何れも頁治及砂岩の互

居をなぜEも，下部は特に頁岩が厚<.上部は砂岩IC富むものとす。一般に化石を離する事少くして，

その時代の決定を充分にする事能はぎれ共，その上部なる春卒居よりはアムモナイト (Ammonite)，

イノセラムス但noαramus)等を費見し且つ其の居位的見地よりし'C，之を白霊紀となすは疑ひなき

もの L如し。

イ，紳路居

砂岩は暗友色乃至友白色を呈し粒は細紡乃至中粒，所々に方解石脹を含み方解石は時に菱商盟

結晶の顕著なるものあり。多くの茨化せる積物質破片を含むも，種を識別するに足るものなし。

砂岩は下部に於ては厚さ 1米以下の薄きものにして僅かに頁岩中に挟在するもの友れ共，上部
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に至るに従ひ漸失其の厚さを増加する傾向を有す。

頁告は茨色及黒茨色を呈し，普通居理に沿ひて薄片に象u灘す。又不況則の亀裂好く護主宰し，不

規則の破片となる。居理判然し著しく摺幽機遣を示せり。

本居中砂岩の屠厚は前速の如く慨して薄く且つ其の土佐積少きも，頁岩は非常に厚〈而も其の屠

は薄居に剥緩するを特債とす。一般に南北i亡走りその傾斜は一様たらす=して，或は西に或は東すれ

共多くは西に傾斜す。本居中には，砂岩，頁岩共に茨化せる植物質破片を含むのみにして，未だ動

物化石を蜜見するに至ら歩。唯とれと接する他居との居位皐的位置及岩質よ b見て，下部白霊紀と

見倣して塗色せり。其の名稽は天笹川南岸に於て森悶撃士に依り調査されたる際，本居と酷似し位

置も此の居の延長と見倣さる L地居t亡命名されたるに依る。

本居は其の東側は，常に蛇紋岩と断居に依り接し，西は紳路揖西方4粁，幌高丁場附近迄及び，

啓般に北方に延び域外第二演習林に肉で現時次狭小となる。その著し〈槽幽するととより其の居厚を

明記し費量きも，域内にては続ね2，∞0米を下らざるもの h如し。

ロ，春卒居

本居は砂岩，頁告の互居と盤岩とよりたり砂岩に富む。

砂岩は繰茨色乃至織茨色を呈し，普通中位乃至細粒なれども，時に著しく粗世賀のものあり。

居恐喝判然せざるも所々に頁岩の薄居を有し，或は頁岩と互居する事あり。又佳久市街南東娘道切割

のー部にては，頁岩砂岩の離を含みて少し〈畿岩紋を呈し，或は礁の量を増加して盤岩に移化せる

pJfあり。

頁岩は友色若は黒友色を呈し，荷片に制緩するものと，砂買にして不規則の亀裂好〈費達し不

規則に制緩するものとあり。屡々園塊を含むもその下部にては化石を含む事憾にして，上部に至り

て若干含む所あり。居理よ〈護主宰するも相賞得曲せるを見るペし。

凝友質砂賀頁岩は本居の最下部に位し，友白色若は友色を呈し，縞紋様浩を示す。宗谷本線神

路，佐久の雨瞬間，幌萌丁場南方に見るものは著しく居理判然し，切割にて階段欽をなせり。薄居

に制緩するとと少し。本岩はアユマナイ，ベンケ本流，バンケ川，字戸内川に於ても見るも北方に

ては漸次蒲居となれり。

盤岩は新鮮なるものは暗次緑色，露出頭は晴荻白色を呈し，離は古生代の桂岩，石友質頁岩，

石英斑岩及び砂岩にして，其の大さは普通2糎乃至6糎内外なるも，稀には10糎内外に達するもの

あり。其の隈結物質は中粒の砂岩たり。本岩は審平佐久間，春卒より約2粁の織道切割にて，露出

甑の長さ約90米に迭するも，他に之と類似せるものを見ざるを以て地質岡上には之を塗色せや。

本居は域内に於て紳路屠と共にその上部に位して康〈分布し，南は佐久腸より以東凡そ4粁に

亙りて帯般に北方に延び，クンネシ H川流域にては東より蛇紋岩聞に挟まれ北進して第二演習林に

至る。其の走向種k費化を見るも臨ね南北或は少しく北西ー南東に走り， 傾斜は佐久神路聞にては
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或は両に或は東にと僧曲し，佐久川以外にては栂ね商傾;じfグシネシリ川より北方にては東斜する

に至る。虚々に小背斜傷遣を示す。

本居。名掃は，長尾教授，量保岡事土に依りて境内~~横-t"'る.... ~t方地方の地居に命名されたる‘

のにして.ji街は天直川を距てて安子志内川流主主に主主L..i北は第二週質管林ノプカナイ川中流，ヌポ回

マツボ田中流に費達するもの~þ 。

本居中には聞塊を離するE艇は屡 At~ るも，化石を含む事隣にして，僅かに佐久膚東南i.道切闘

にー産地ありて，次の諸種を含む。

Hamites sp. 

Ostrea (?l sp. 

1，町eramussp. 

Ammonites 

本暦は俊紀の如〈南北に長き帯見えに分布し. ..1t進するに随ぴ共の露出面~減少す。即ち甫邸機

道沿線にては東西約4粁に渉れEも，バンケ川下流，字戸内川中流It.ては凡そ 1粁に過ぎ歩。而し

て三角介砂岩屠の上部か，上部アムモナイト置の下郎に相官ずるものと思考す。

〈三)第三紀居

第三紀居は域内にてその露出は北西部に限られ小p(竣に嚢遣するのみなり。之が標式的責逮は，

是より北第二演習林に於て見る。本屠を分ちてヌカナン居及び安牛居とす。

イ，ヌカナン唐

本贋は畷袋より怠る。

様岩は劃級友色)~至暗1Ji.色を皇l，様は主に抗告にして其の外少しく扮岩及び砂告を含み，思

結物は中位の砂叉はt~i土なり。礁はよく焼かれたる閲蝶，共の大さは ff通 2 梅以下なり。

本唐は字戸内解南東約 3 粁織道切~Jtc露出し!蛇紋岩と接慣す。共の接聞局面を検するに北80度東

たる走向と南東に30度傾斜せる術上面に依りて，蛇紋岩は押し上げの梅遣を示す。

本居は其の露出医域は悩小宮担分にして共の~向傾斜は勿論，共の他の水成岩居との脚係、は不明

なれども，恐らくは第二演習林ヌカナン川流域に費速い長尾教授，森日1*土に依り命名されたる
様袋ヌカナン居に近仰の聞係を有するものなるべし。

ロ，安牛贋

字戸内幌北西部に主として護法する地居鮮にして，頻繁なる砂岩頁精の五居と礎告とよりたる。

砂岩(又は砂居)は友白色lう至黒鈎色を呈し中世，時に粗粒なるも叉細粒にして黄白色を呈す

る薄居あり。未だ充分眠結せざるものにして指頭にて腐り昨〈事を得ペし。

頁岩(又は粘土着〉は亦柔軟にして友白色叉は青色を帯びたる所-あり。

本居に亜炭屠を含むは共の著しき特債のーにして，字戸内廓東南織(道)橋下に於ては厚さ約
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70糎及30糎の二居あり。更に東南クシネシリ山南東側に於ても薄き彊操居を含めり。穂て茨化作用

不充分にして，元来の積物質を保存するものあり。現存種たる木R虫類に酷似するもの多きを以て，

沼津地植物より形成せられたるものなるを以て，沼津地権物より形成せられたるものなるべし。叉

前記字戸内騨附近の露出にては二枚の5li安居聞には次白色の砂場のハサミあり。~炭居下部の頁岩

中にも亦植物質をと合むも保存良好たらや。

礁農は字戸内騨北方伊豆倉の揮にその露出を見，蛇紋岩上IC不整合にして安牛居の基底喋岩と

ft.れるものたり。本岩は衣白色を呈し，礁は頁岩を主とし，桂治，砂岩及び蛇紋宕質のものを含み，

その大さは普通3糎内外なれ共時k十撒揮に及ぶものあり。腰質物は中位の石英砂及蛇紋岩買のも

のなり。

本居は域内にての分布は北西隅に限らるるも，北方第二演習林に至れば最もよく護達し，問裳

別川東西の低卒なる山地を作るものft.り。長尾教授，森田事土は本居を安牛居と稽せられ，北海道

にて溜川居と呼ばるるものに相営すべき事を述べられたり。

本居は鷹ね南北に走り，字戸内騨附近友問寒別近くの村界附近にては東に傾斜するも，字戸内

川下部にては西に傾〈。即ち蛇紋崇に接する附近に於て小向斜構造を示すものt;.り。

本居中に唯一の著しき化石帯あり。即ち字戸内川の始めて山地tC入りたる謹の東側にして，多

数の Corbiculasp.を含めり。

〈四〉第四紀唐

本居は端段堆積居と沖積居とよりft.る。

イ，増段土佐積居

調査区域内に於ては量生個所に可成り著しき費逮をなし，高距i6米に注する所あり。本居t才河流

附近に分布し，喋居，砂礁居及粘土居よりなる。礁の大さはff通 3糎乃至10栴たるも，時.Jc20糎内

外に建するものあり。字戸内瞬南東約2粁小錦橋下に見る本暦は，その湾出3米に及び(但し之は

洪水の局流され生とたるもの，平時は埋めらる)，下部は礁居にして礁は蛇紋Xi最も多<.安山岩i

頁器等を誕じ， J二部は砂蝶居にして蛇紋器質砂K礁を含むものなり。バンケ，ペンケ聞の鰭道切割

にては，その露出の高さ約6米に及び，下部は粘土にして暗友色叉は黄禍色を呈し，積物質を含む

事あり。その上部は砂屠にして蛇紋岩質砂最も多<.最上部は礁居にして， 礁は胞礁，蛇紋岩，頁

岩，砂岩等を含めり。向砂府中には薄き磁錦繍の砂織居を含むを常とす。向ペンケナイ，春卒市街

北方，アユマナイー佐久川間，佐久瞬南東等j(設建するも粘土居多<. 様唐，砂居等を混-t-。

.*居は7K4'-居を成し，屡々世主居を示し，共の厚さは一様ならざれど20米内外i亡達するものある

ものの如し。天聾川流域IC蛮達するを以て其の段丘堆.積物と考へらる。

ロ，沖積居

本屠は砂唐及粘土居よりたり，大部分天堕川の氾濫原にして，その他佐久111.アユマナイ川，
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トヒマナイ川，ベンケナイ111，バンケナイ川及び字戸内川の諸流域にも狭小に費逮し，豊沃なる耕

地とたれり。然れども本演習林に関係するものは前記諸支流の上部を一部出むるに過き・歩。

(乙〉火成様

(五〉蛇紋岩

黄緑色乃至暗緑色を呈し，主成分は蛇紋石，高IJ成分は鍛錬，緑泥質物等なり。蛇紋石は繊維J伏

にして放射肢に集合し，錦繍は粒欣にして散在し，緑泥質物は蛇紋石の間隙を充探せり。

本岩は域内にての分布は，東部高地帯及北部高;地帯に限らる。南部にては域内には露出せざる

も，ベタチンナイ川東方約1粁のE障にて輝総凝灰岩と接しτ東西の距雛約1粁字の露出あり。之よ

り帯紙に北進し，アユマナイ川上流にては544.7米両地の西約1粁の所i乙紳路居の頁岩との境界あ

り。更にベンケ山西部を通り，ベンケナム敏子知間林道にては，圃境より西約5∞米の慮を過ぎ，

少しく西北方に進みパンケ山を含みて東北に向ひ，圃境近くに達して叉西北準す。バンケナイ川広

ては潔の入口より約1粁徐にして既に蛇紋岩帯に主主し，それより川に荷u.て庚〈護逮す。その東側

の境界はほぼ本流に抗生ひ北30度東の方向に延びて周境側のものと合す。又商側は北進して字戸内川

左支流上部瀧の上を通りて第二演習林に入る。その南限は橋本津tLは逮せざるものの如(，即ち牛

島欣に突出せるものたり。

更に別慌の蛇紋持あり。即ちクンネシリ山を包含するものにして，ほI'!惰阻形をなし北進する

に従ひて狭小となり，字戸内左支流にては約6∞米となり，第一，第二演習林境界に於ては，第二，

第四林斑界西方約150米より始まり，幅員約550米あり。第二演習林に至りて滅するものの如し。

本岩は特に林相と密接なる関係を右するを以てモの分布を少しく詳細述べたり。

(六〉粗粒玄武岩

暗緑色jう至友白色を呈し，竪硬にして組粒構造を示すを以て一見砂岩と類似す。斑品は斜長石，

角閃石，撤撹石(輝石n等にして，石基は斜長石，鰍横石，角閃石，磁銭鏑ASよりなり筑間待遣
を成せり。

本岩は蛇紋岩の縁謹部に殆んど必すりj、露出を見るものにして，筆者の見たるもののみにても弐

@如き個所あり。(附闘参照〉

O字戸内川左支流第二第三林斑男西南方

O宇戸内川左支流中流

クンネシリ山字戸内騨東北方海の上部

バンケナイ川津の入口より約1.5粁二ケ所

Oパンケナイ右支流

ベンケナイ左支流バンケ山南方

ベンケナイ本流上部
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アユマナイ湾右支流上部

(0印はベクトーライト績物を含むもの)

本岩はその間際にベタトーライトの結晶を匹胎し居る事あり。前記個所にてO印を附したる三

個所あり。ベタトーライト (Pectolite)の性棋に就ては，阪に原問教授に依り費表されたる所1)にし

て，白色の針肱叉は議総欣結品にして不規則It.集合し，叉時に放射j依織遣をたして産す。

本岩は蛇紋岩を貫ける脹岩なりや，或は岩業分但に依る異相岩なりやは明かならざれ共，蛇紋

岩と密接なる開係ある事は疑を容れす=。

第四章地質構造

調査区域内の地質構造に就ては未だ明かたらざれるもの多<.充分之を槍歩る事を得ざるは遺

憾たる事なり。

結晶片岩類は既記の如<.域内にてはその露出個所を未だ費見せざるも，第二潰習林の例より

見れば，蛇紋治中に爽在するものと考へらる。

鬼刺居はベンケナイ川，バンケナイ川の中流にIJ、域を領し，その上流下流共に紳路居に園る。

雨者の聞係は不整合と考へらるる外向疑問にして次の如き二つの場合考へらる。ーは背斜構遣の頂

部をたす場合，他は紳路屠とは全く無関係にその上に覆蔽せる場合友り。後者の場合は，蛇紋岩類

と共に断居に依りて何れからか持ち楽されたるものと考へらる。

唾堕買は竣内の中部を帯般に北進し，漸次露出狭小となるものにして，著しく僧幽構遁を示し

各鹿に背斜向斜を見る。之を大きく見る時は，西に傾く思斜樽遣を示す。

春卒居は域内の西部を帯欣に長〈分布し，小僧幽を示す事あれ共，大胆思斜構遣にして南部に

ては多〈西に傾き，北部にては東i乙傾くものありて摂れの構造を示すものの知し。剃1路居に整合し，

安牛居に不整合に覆はる。

ヌカナン居はクンネシF山南東側に極小直竣露出し，蛇紋岩により，東南に傾斜する衝上面に

より押しかぶさる。安牛居に不整合にf置はる。

安牛唐は域内の北西隅にのみ護達し，クンネシリ山西部にて南北に走る向斜縛遣を示せり。そ

の西翼の傾斜角度は約40度，東翼にては50度乃至60度なり。本居は蛇紋岩に不整合，伊豆倉湾に於

てその基底礁岩を見る。更に北部にては春卒居にも不整合たり。

蛇紋岩はその水成岩との接暢附近の露出判然せ歩して，噴出したるものなりや或は断居たりや

は向明瞭ならざれe，その境界附近の水成岩は，賓質を受けたる様子を示さざるを以て，ほぽ断居

に依るものなるべし。殊にクンネシり山南東側にては，ヌカナン居上に衝上するを明かに見，叉安

り原因種平:北海道~ベグトライト lこ就てく.報) (岩積，第八If!第六覇軍〉
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牛居に不整合に被はるる事より此の運動はヌカナン屠樵積後，安牛居堆積前なる事がほぼ察せらる。

此の断居の様式も二つの場合考へらる。

堕~はその小さきものは情慮に之を見るも，その大なるものは蛇紋忠類古生居を除き僅かにー

に過ぎ歩。即ちア.:z.マナイ川入口附近より，ベンケ本流上部にほI'!'北30度東に走る断居にして..，.

2f-居は之が窮め1粁除の水平移動を示せり。叉トヒマナイ，アユマナイ聞の礁紫居は，アユマナイ

以南には之を見る事能はや。依てまktcー断居の存在を想像し，墾至質量と桜橋せんとす。

第五章癒用地質

調査直域内には廠用地質として特記すペきものなし。唯少しく利用さるるもの及び将来調査研

貨の徐地を存するものに就き述ぷペし。

石材として用ひらるるものは，蛇紋岩及び砂岩なり。何れも碑石として用ひらるるも，その利

用さるる事甚だ少し。

.平石は白軍紀居の砂岩互居よりたり，屡々石友石脹を含み， その景観の珍奇たると吸水力大

なるとにより水盤用，庭石，盆石用として贋〈珍重せらる。

堤防用石材 白亜紀居の砂岩及粗粒玄武岩は附近の河川堤防用とし，或は餓道線路用として

用ひられ，字戸内;1/左支流にては多期その採石に従事せし所あり。

砂F織は第四紀居tc屡々薄謄をなし;存やるも，利用慣値を有するもの未だ褒見されや。

石綿は時々蛇紋岩中に眠状に存在するも，目下採取すべき程のものなし。

砂白金，砂金 蛇紋岩，徴嵯岩等は屡々砂白金，砂金を含有するものなるを以て，域内にて

も探鯖せば，或は採姻慣値を有するもの護見さるるぺし。

く北海道'ff，-園大祭主聖製剤:地質事積物撃事宣言霊にて〉
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